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第１章 圏域の概要

邑楽・館林圏域は、群馬県の南東端に位置し南北を利根川、渡良瀬川に挟ま

れた県内で最も標高が低い地域で、太田市の一部と館林市、大泉町、 邑楽町、

千代田町、明和町、板倉町の２市５町で構成されている。

圏域内を流れる河川としては、利根川、渡良瀬川、矢場川など国が管理する

河川と、これらに流入し県が管理する谷田川、板倉川、多々良川、休泊川など

２１の河川がある。

当圏域の地形は、洪積台地と沖積低地の二つに大別される。洪積台地は、邑

楽館林台地と呼ばれ、大泉町から板倉町まで東西に延びる内陸砂丘を基盤とし

て堆積したロ－ム層台地で圏域の脊梁を形成している。所々で利根川や渡良瀬

川の変流で浸食された低湿地・池沼が分布し、それが圏域の水系の幹線をなし

てきた。概ね台地の西半は平坦な地形が広がっているが、東半は沖積低地に囲

まれて比高差のある舌状台地を形成している。洪積台地の地質は、主として礫

・砂・粘土の互層であり、その上部を関東ローム層が被覆している。沖積低地

は、主として水田として利用されている地域で利根川、渡良瀬川の氾濫堆積作

用で形成され、未固結の細礫・砂・粘土からなり、泥炭や黒泥土などの有機層

もみられ、軟弱な地盤となっている。

気候は、内陸性の気候で年間降水量は、約１,２００ｍｍであり全国平均の約

１,７５０ｍｍより少なく、県内でも降水量の少ない地域である。また、年平均

、 。気温は約１５℃で 前橋の平均気温約１４℃より高く比較的温暖な地域である

月毎の降水量は、梅雨期の６月と台風期の９月が多く、冬期は降雪も少ないた

め、降水量はかなり少なくなっている。

当圏域には、行 人 沼、多々良沼、城 沼、茂林寺沼などの池沼、湿原や水田
ぎょうにんぬま た た ら ぬ ま じょうぬま も り ん じ ぬ ま

が多く、県内でも特色ある低湿地性の自然環境を有しており 「茂林寺沼及び、

低湿地湿原」が県の天然記念物に 「ビワ沼のオニバスと水生植物群 「行人、 」、

沼の水生植物群 「肘 曲 池と水生動植物群」が板倉町の天然記念物に指定され」
ひじまがりいけ

ている。また、これら池沼や周辺の湿原の豊かな自然環境を保全するために、

さまざまな地域指定が為されている。行人沼周辺が自然環境保全地域として、

茂林寺沼周辺が緑地保全地区として、そして城沼周辺及びハクチョウの集団飛

来地としても有名な多々良沼周辺が鳥獣保護地区として、それぞれ指定されて

いる。

洪積台地と池沼地が織りなす自然環境は、人々の生活活動の場として恵まれ

、 、 、ているため 原始・古代から板倉町の板倉沼周辺貝塚群 大泉町の古海古墳群

板倉雷電神社、千代田町光恩寺など多くの遺跡や史跡・文化財が残された。近

、 、 、 、世になると 徳川幕府の要地として 利根川 渡良瀬川の築堤事業が進められ

農業を始めとして諸産業が発展し、近代地域社会形成の礎となった。

そうしたなかで、特に板倉町を中心とする低地地域では、洪水時に備え、屋
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敷の一部に高く土盛りして建物（倉庫が主）を建てた「水塚」や避難に使用する
み づ か

舟を軒下に吊す「揚舟」を備えるなど、洪水時に備える生活の知恵を育み、現在
あげふね

に伝えている。

稲作が盛んなこの地域の用水路の開削は、１６世紀末の休泊堀が、その始め

とされ、その後も新田開発のために三栗谷用水、利根加用水などの用水路が相

次いで整備され、現在では渡良瀬川の太田頭首工、邑楽頭首工、利根川の利根

大堰（邑楽用水路）により安定的な取水が可能となり、県内有数の穀倉地域と

なっている。

産業構成としては、穀倉地域の中心である板倉町、明和町、千代田町は、第

一次産業の比率が高く、大きな自動車、電器工場がある太田市、大泉町は、第

二次産業の比率が高くなっている。

土地利用状況は、農地が全体の約４６％と大部分を占めており、宅地が約

２３％、山地は約４％を占めている。経年的な変化をみると、各市町とも宅地

の増加および農地の減少が見られる。

人口は太田市全域を含めて、約３３万人であり、太田市の人口が最も多く、

次いで館林市、大泉町、邑楽町、板倉町、千代田町、明和町と続いている。全

域の人口・世帯数ともに、わずかに増加の傾向であるが、太田市、館林市を除

き近年は、頭打ちの傾向である。

当圏域からは、東武鉄道、東北自動車道により、東京に１時間程度でアクセ

スでき、また、東武鉄道、国道、県道によって、栃木県、埼玉県、茨城県とも

有機的に結ばれていることから、首都圏や他県へ通勤、通学する住民も多く、

県内でも他地域との関係が最も深い地域となっている。これらの発達した交通

網により、工業団地、住宅団地の造成、誘致が行われている。特に、板倉町の

「板倉ニュータウン」では、緑あふれる快適な住環境を目指した街づくりが行

われている。

、 、利根川 渡良瀬川に挟まれ平坦で多くの池沼や豊かな緑に恵まれた当圏域は

、県内有数の工業集積地であるとともに米や野菜などを中心とする農業も盛んで

近年では、幹線交通網の整備や住環境整備の進展も伴い、これらをバランス良

く発展させる地域づくりが望まれている。
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第２章 河川の現況と課題

第１節 河川の概要

邑楽・館林圏域には県が管理する河川が２１あり、国が管理する利根川、渡

良瀬川、矢場川に注いでいる。

当圏域は、昔から多くの水害が発生し、堤防の築造や水防に腐心してきた。

一方、新田開発のため、相次いで用水路を建設整備し、治水・利水の両面から

対策を行ってきた。近年では、国が利根川、渡良瀬川に大きな堤防を築造し、

また、数多く整備された用水路の一部が地域排水の必要性から一級河川となっ

ている。このため県が管理する河川は、利根川、渡良瀬川の堤防に囲まれた低

地を流れているため、洪水時に利根川や渡良瀬川の水位が高く自然に排水でき

ない場合には、ポンプによる強制的な排水が必要となっている。また、平常時

に利根川、渡良瀬川から取水された水は、有機的に結びついた河川や用排水路

網の間を複雑に流れている。

これらの県が管理する河川を流域別に区分したものを表2-1に、河川図を次頁

に示す。また、区分した流域別に、その概要を記述する。

表２－１ 河川流域区分
谷田川流域 板倉川流域
河 川 名 延 長( ) 河 川 名 延 長( )m m

20,250 4,535谷田川 板倉川
10,778 5,680鶴生田川 大箇野川

9,830 1,700新谷田川 海老瀬川
2,900 750五箇川 朝日野川
8,500 1,150新堀川 泉野川
3,500近藤川
1,200楠木川

逆川 藤川・多々良川流域2,590
谷田川導水路 河 川 名 延 長( )455 m

550 4,600鶴生田川導水路 藤川
1,570 8,730新堀川導水路 多々良川

5,070孫兵衛川
休泊川流域
河 川 名 延 長( )m

6,900休泊川
1,500新谷田川放水路
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［谷田川流域］

谷田川は、流域内の農業用水や排水などを集め、途中 新谷田川、五箇川、新

堀川、近藤川、鶴生田川を合流しながら千代田町、明和町、館林市、板倉町を

流れ渡良瀬川に注ぐ流路延長約２０.３ｋｍの一級河川で、当圏域で最も大きな

流域面積を持つ河川である。

谷田川、新谷田川、五箇川、新堀川、近藤川の流域は、大部分が水田で広い

田園風景の中を流れる河川となっている。谷田川の河床勾配は、非常に小さく

平常時の流れは緩やかで、また洪水時には、渡良瀬川の水位が高く自然に合流

できない場合には、国が管理する谷田川排水機場、谷田川第１排水機場、谷田

、 。川第２排水機場 新堀川排水機場によって利根川及び渡良瀬川に排水している

館林市の市街地を流れる鶴生田川は、都市河川の様相を呈しており、ツツジ

で名高い城沼は、浚渫により洪水調節機能を確保している。近藤川は、鶴生田

川の上流部の洪水を導く放水路として整備を行い、一部はトンネル河川となっ

ている。また、鶴生田川には、多々良沼から水質浄化を図る浄化用水を導いて

いる。

なお、谷田川の水位が高く宮田川などの準用河川が自然に合流できない場合

には、宮田川排水機場、千津井排水機場、蛇沼川排水機場、佐貫排水機場（い
せ ん づ い へびぬま さ ぬ き

ずれも県管理）によって谷田川へ排水している。

［板倉川流域］

板倉川は、流域内の農業用水や排水などを集めながら板倉町を流れ渡良瀬川

に注ぐ、流路延長約４.５ｋｍの一級河川である。周辺の大部分が水田であり、

広い田園風景の中を流れているが、その一方で「板倉ニュータウン」の整備に

より下流部においては、街の中を流れる川となっている。

板倉川を始め泉野川、朝日野川、海老瀬川は 「板倉ニュータウン」の造成、

に合わせて整備を行っている。また、渡良瀬川の水位が高く自然に合流できな

い場合には、邑楽東部第一排水機場、邑楽東部第二排水機場により渡良瀬川に

排水している。

［藤川・多々良川流域］

多々良川は、渡良瀬川の太田頭首工から取水している農業用水や流域の排水

などを集めて邑楽町を流れ、多々良沼に流入し、その多々良沼で、邑楽町の市

街地を流れる孫兵衛川を合流し、さらに多々良沼から矢場川に注ぐ流路延長約

９.５ｋｍの河川である。なお、木戸堰より下流が国が管理する区間となってい

る。

藤川は、太田頭首工から取水している農業用水や流域の排水などを集めて邑

楽町北部を流れ矢場川に流入する流路延長約４.６ｋｍの一級河川である。
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［休泊川流域］

休泊川は、太田頭首工から取水している農業用水や流域の排水などを集め太

田市、大泉町の市街地を流れ、利根川に注ぐ流路延長約６.９ｋｍの一級河川で

ある。流域の都市化による流出増対策として、洪水を富士堰で分流し新谷田川

放水路により利根川に排水している。また、新谷田川放水路は、利根川の水位

が高く自然に合流できない場合には、国が管理する休泊川排水機場により排水

している。

第２節 洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

邑楽・館林圏域における、過去の大きな水害は、昭和１６年、昭和２２年、

、 、 、 、 。昭和４１年 昭和５７年 昭和６１年 平成３年 平成１０年に発生している

なかでも昭和２２年のカスリーン台風は当圏域だけでなく群馬県全域で未曾有

の大災害をもたらした。また最近では、昭和５７年の台風１８号において大き

な被害が発生したことは記憶に新しく、昭和６１年の台風１０号、平成３年の

、 、 。台風１２号 及び 平成１０年の豪雨においても家屋浸水被害が発生している

当圏域の水害で特徴的なのは、利根川、渡良瀬川に挟まれていることから、こ

れら河川の築堤が進んだ近年では、内水氾濫の被害形態を示すことである。

邑楽・館林圏域における県による治水事業は、昭和２１年から谷田川の河川

。 、 、改修に始まった 谷田川は 築堤による河道拡幅を行い昭和４０年代後半には

現在の形態となった。

その後、谷田川の支川である新堀川、鶴生田川及び休泊川、多々良川につい

てそれぞれ河川改修に着手した。特に鶴生田川、休泊川は、人家密集地域を流

れ河道拡幅が困難なことから放水路による治水対策も行った。また、鶴生田川

については、城沼で洪水調節機能を持たせるための浚渫にも着手している。

その後更に、新谷田川、藤川、孫兵衛川、五箇川についても河川改修に着手

し、孫兵衛川は、洪水調節池による治水対策も併せて実施している。また、板

倉川については 「板倉ニュータウン」建設を契機に、ニュータウン及びその、

周辺の治水対策として、河道拡幅、洪水調節池、排水ポンプによる治水対策を

実施している。

これらの治水事業のうち、休泊川の放水路（新谷田川放水路 、鶴生田川放）

水路（近藤川 、については、事業が完了している。）

邑楽・館林圏域は、利根川、渡良瀬川の堤防に囲まれた内水氾濫の地域であ

ることから、浸水被害を軽減するためには、排水ポンプによる強制的な排水が

不可欠であり、排水機場の整備も行われている。これまでに、利根川、渡良瀬

川に排水するポンプとして谷田川で４箇所合計８８ １ｍ 、板倉川が２箇所. 3/s

合計で２４ ８ｍ 、休泊川が１箇所２０ ０ｍ が完成している。また、宮田. 3/s . 3/s
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川など準用河川から谷田川に排水する施設として、小規模な排水ポンプを４箇

所合計９ ０ｍ を整備している。. 3/s

このような治水施設の整備により大きな洪水被害は減少したが、依然として

多々良川、休泊川上流部の未改修区間での溢水による浸水被害、及び利根川、

渡良瀬川の水位上昇に伴う内水氾濫による浸水被害が発生しており、さらに今

後、圏域内における宅地化の進行も予想されることから、浸水被害軽減のため

の治水対策が今後とも必要である。

表２－２ 近年における邑楽・館林圏域の水害（昭和５５年以降）

年 月 日 原 因 床下浸水 宅地浸水面積雨量 床上浸水
( )（ ）ｍｍ （戸） （戸） ｈａ

S57.9.10 9.13 18 182 7 322 9.1～ 豪雨、台風 号

S61.8.2 8.10 10 170 0 69 0.056～ 台風 号、豪雨

S62.9.6 9.7 58 1 8 0.002～ 豪雨
H2.8.9 8.11 11 119 0 5 0.005～ 台風 号
H3.8.11 8.13 56 2 16 0.002～ 豪雨
H3.8.19 8.24 12 161 2 29 0.002～ 台風 号、豪雨

H8.7.15 37 0 14 0.091豪雨
H10.8.25 8.31 137 5 147 4.82～ 豪雨

、 （ ）＊雨量は 気象庁館林観測所の２日雨量 群馬県気象月報
＊被害は、水害統計（国土交通省）

第３節 河川の利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

邑楽・館林圏域における河川の水利用は主に農業用水である。そのほとんど

が、利根川、渡良瀬川に水源を求めており、渡良瀬川から太田頭首工、邑楽頭

首工により圏域北部に、利根川から利根大堰の邑楽用水路等により圏域南部に

用水供給を行っている。取水した用水の一部は、休泊川、藤川、多々良川、新

堀川などの河川に流入させ再び取水する形態となっている。

このような河川の水利用の状況において、圏域の各河川の平常時の流況は、

、 、 、利根川 渡良瀬川からの用水供給が多い夏期においては 比較的良好であるが

用水供給が減少する冬期においてはあまり良くない状況である。

今後の邑楽・館林圏域の河川の水利用は、農地の増加は予想されず、また工

業用水、生活用水などの都市用水についても、利根川、渡良瀬川に求めている

ことから、大きな変化（用水の増加）は期待できない。
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第４節 河川環境の整備と保全に関する事項

邑楽・館林圏域において、水質について類型指定され環境基準が定めてある

河川は、休泊川、谷田川、鶴生田川の全域でＣ類型（ＢＯＤ値５mg/ｌ以下）

となっている。休泊川、谷田川、鶴生田川での水質を河川の汚濁の代表的な指

標であるＢＯＤ値で見ると何れも10mg/ｌ程度であり、環境基準を達成できて

いない。これら３河川は、ここ数年の水質調査の結果が常に群馬県のワースト

５に入っている。また、他の河川についても水質調査の結果は、ＢＯＤ値であ

まり良くない状況である。このため地域住民は、河川の水質に対して関心が高

くなっている。

鶴生田川では 「水環境緊急行動計画（清流ルネッサンス２１ 」を策定して、 ）

おり関係機関や市民と連携を図った水質浄化対策を行っている。河川事業とし

、 。ては 多々良沼からの浄化用水の導水や礫間接触浄化施設の整備を行っている

一方、その他の河川では特に対策を行っておらず、関係機関と連携した水質浄

化対策が必要である。

自然環境としては、多くの池沼、湿原や河川に豊かで特色ある生態系が存在

している。圏域東部の谷田川下流部や海老瀬川には、エノキ、アカメヤナギな

どの河畔林が見られ、水際などには、ヨシ、オギが繁茂し動物や昆虫の生息基

盤を形成している。また、河川に隣接する、肘 曲 池、蛭田池、天神池などの池
ひじまがりいけ び る た い け てんじんいけ

、 、 、沼は 河川と一体となった動植物の生息・生育環境となっており 肘曲池には

サンショウモが群生し、水郷公園付近の谷田川のヨシ群落の中にはタチスミレ

も点在している。谷田川の中流部から上流部や新谷田川、近藤川、新堀川沿い

には、水田が広がり田園風景となっている。それら河川のほぼ全域に、オギ、

セイタカアワダチソウが見られ、大きな群落も形成している。圏域中央部の邑

楽台地を流れる鶴生田川の一部である城沼は、夏季には、アオコの発生がみら

れる富栄養化した沼である。かつて治水対策として垂直な護岸や沼の浚渫を実

施したが、近年では、自然豊かな水辺とするため、多々良沼から浄化用水を導

水し、護岸の緩傾斜化を行い、ヨシ、ガマ、マコモなどの植物が復元されつつ

ある。また、邑楽台地のもう一つの沼である多々良沼は、多々良川の一部であ

り、東毛地域最大の池沼である。多々良沼から逆川沿いの南側の台地は、古砂

丘が形成されいて、アカマツ林と共に独特な景観を示している。多々良沼は、

かつて水生生物の宝庫と呼ばれ、タタラカンガレイなどの地域固有の植物や淡

水海綿類、ムジナモなどの生育地として知られていた。最近では、ハクチョウ

の集団飛来地として有名である。市街地を流れる休泊川、孫兵衛川、鶴生田川

は、コンクリートによる２面張の護岸が整備されており、動植物の生息・生育

環境としては厳しい環境となっているが堆積土砂には、ヨシやマコモが生育し

ている。生息魚類としては、圏域内のいずれの河川も傾向は同じで、コイ、ゲ

ンゴロウブナ、ギンブナ、モツゴなど温水性（冷水性）の魚種が多く確認され
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ている。本圏域の特徴的な魚種として、スズキやボラといった回遊魚、県内の

減少魚種であるキンブナやメダカ、及び捕食性の外来種であるブラックバスや

ブルーギルが確認されている。また、本圏域は県内でも多くの魚種が生息して

いる地域で、圏域内では２９種が確認されている。

河川の利用としては、谷田川の水郷公園、城沼のつつじが岡公園、多々良沼

公園など、貴重な自然空間やオープンスペースとして市民の利用のみならず、

観光名所ともなっている。また、谷田川、城沼、多々良沼などでは漁業権も設

定され、多くの釣り人たちで賑わっている。

また、河川への市民の関心も高く、多くの市民団体が河川美化、水質保全な

どを目的とした活動を行っている。
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第３章 河川整備計画の目標に関する事項

第１節 計画対象区間及び計画対象期間

・計画対象区間は、邑楽・館林圏域の県が管理する一級河川のうち、表3-1に

示す区間とする。

・計画対象期間は、今後３０年間とする。なお、社会状況、災害の発生状況等

に応じて、適宜見直しを行うこととする。

表３－１ 計画対象区間

河 川 名 計 画 対 象 区 間 延 長

板倉川 昭和橋（町道）から 二ツ橋（町道）まで 約 ｍ2,400

海老瀬川 大杉橋（町道）から 渡良瀬川合流点まで 約 ｍ600

休泊川 泉大橋（国道 号）から 榎戸橋（県道）まで 約 ｍ354 3,800

多々良川 堀田橋（県道）から 簀の子橋（町道）まで 約 ｍ2,900

孫兵衛川 中野橋（県道）から 篠塚橋（国道 号）まで 約 ｍ354 1,780

鶴生田川 尾曳橋（市道）から ２号橋（国道 号）まで 約 ｍ122 2,600

新堀川導水路 利根川合流点 から 谷田川合流点まで 約 ｍ1,570

谷田川 八間樋橋（町道）から 蛭田橋（町道）まで 約 ｍ1,700

第２節 洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

・邑楽・館林圏域の河川において、昭和５７年９月の台風１８号及び昭和６１

年８月の台風１０号と同程度の降雨（概ね１０年～２０年に１回程度発生す

） 。る降雨 により発生すると予想される浸水被害を軽減することを目標とする

ただし、表３－２に示す市街地については、概ね３０年に１回程度発生する

と予想される浸水被害を軽減することを目標とする。

表３－２ 圏域内の市街地

流 域 名 河 川 名 対 象 地 域

谷田川 鶴生田川 館林市街地

休泊川 休泊川 大泉市街地

板倉川 板倉川、海老瀬川 板倉ニュータウン
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第３節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

・邑楽・館林圏域の河川の流量は、利根川、渡良瀬川から取水する各用水の供

給に影響されることから、各用水の取水量や取水系統等を調査し、また河川

においては、流量観測を継続して実施し、河川の水利用、景観、水質、動植

物の生息・生育を配慮した流量を定めるため今後慎重に検討して行く。

第４節 河川環境の整備と保全に関する事項

・湿地性の動植物が生息・生育している水辺を可能な限り保全・再生すること

とし、自然を活かしながら水質浄化にも効果のある植物（ヨシ、柳など）の

植栽や粗朶工など水辺環境の整備を行う。なお、施工する工法及び実施区間

については、地域住民や専門家と協議しながら実施する。

・景観や親水性など調和のとれた河川空間の整備を行い、人と河川とのふれあ

いの場を整備するものとする。特に人々が集まる施設が隣接する河川におい

ては、施設と一体となった利用が行えるように施設管理者や地域住民と連携

した河川整備を行う。

・河川の水質や河川空間を良好に保つため、下水道、環境部局などの関係機関

及び地域住民やＮＰＯ、ボランティア団体及びそれらで構成する協議会など

との連携を図り、河川の浄化対策、住民の意識啓発のための施策、環境美化

活動の促進等を行う。
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第４章 河川整備の実施に関する事項

第１節 河川工事の目的及び種類

洪水時における河川の水位を低下させ、目標とした流量を安全に流下させる

ため、河道を拡幅するとともに、洪水調節池を整備する。また、内水による浸

水被害を軽減させるため、国、関係市町、関係機関と連携して、排水機場や洪

水調節池の整備、河川、水路の拡幅を図るものとする。なお、渡良瀬川流域の

農地への溢水、湛水被害を防止する国営総合農地防災事業渡良瀬川中央地区計

画との整合を図っている。

また、工事の実施に際しては、河川の水利用の現状を調査し支障なく適正な

水利用ができるよう、また水辺環境に配慮し、人々が川とふれあうことのでき

るよう考慮する。

第２節 河川工事の施行の場所及び設置される河川管理施設の機能の概要

河川工事の施行の場所及び設置される河川管理施設の機能の概要は次の通り。
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［板倉川及び海老瀬川］

　板倉川 施工区間 昭和橋(町道橋)～二ッ橋（町道橋）
延　　長 Ｌ＝２，４００ｍ（Ｌ＝３５０ｍ＋Ｌ＝２，０５０ｍ）
整備内容 築堤工、河道掘削工、護岸工

新タライ排水機場（３.０m3/s）、橋梁架け替え

　海老瀬川 施工区間 大杉橋（町道橋）～渡良瀬川合流点
延　　長 Ｌ＝６００ｍ
整備内容 築堤工、河道掘削工、護岸工、

邑楽東部第二排水機場（２０.０m3/s）、橋梁架け替え

２３．２ｍ ６．０ｍ

計画流量配分図 （単位：m3/s）

横　　断　　図

１４

　板倉ニュータウン建設等流域内の開発が進んでおり、新たに形成される市街地の

浸水被害を軽減するため、河道の拡幅及び排水機場の整備を実施する。

　改修断面は、親水性や植物の生育等に配慮した１：２．０勾配の土羽を基本と

し、護岸は構造物付近等必要な箇所のみとして自然豊かな水際の整備に努める。

３．０ｍ ３．０ｍ２１．８ｍ

板倉川　（共栄橋上流５０ｍ地点）

板倉川　Ｌ＝２,４００ｍ

海老瀬川　Ｌ＝６００ｍ

海老瀬川　（大杉橋上流１３０ｍ地点）
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［休泊川］

施工区間 泉大橋（国道３５４号）～榎戸橋（県道烏山竜舞線）下流

延　　長 Ｌ＝３，８００ｍ

整備内容 河道掘削工、護岸工、橋梁架け替え

　休泊川では、河積（川の断面積）が小さく、宅地・農耕地等に浸水被害が発生し

ているため、関連する道路事業とも連携を図りながら河道の拡幅を実施する。

　なお、整備にあたっては既設のポンプ施設と整合を図りつつ整備計画断面を段階

的に整備する。

　改修にあたっては、地被植物が生えやすい多孔質なブロック等を使用するととも

に、みお筋をつくるなど自然豊かな水際の整備に努める。

Ｌ＝３，８００ｍ

横　　断　　図

東毛広域幹線道路　　Ｗ＝３０ｍ

（歩道）

富士重工業横（東毛広域基幹道路隣接区間）

（歩道）（車道）

１６

河川改修幅　Ｗ＝１７．５ｍ～１９．５ｍ

計画流量配分図 （単位：m3/s）
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［多々良川］

施工区間 堀田橋（県道足利邑楽行田線）　～　簀の子橋（町道橋）

延　　長 Ｌ＝２，９００ｍ

整備内容 築堤工、河道掘削工、護岸工、橋梁架け替え

　多々良川の堀田橋（足利邑楽行田線）より上流は、河積（川の断面積）が小さ

く、宅地・農耕地等に浸水被害が発生しているため、河道の拡幅を実施する。

　改修断面は、親水性や植物の生育等に配慮した１：２．０勾配の土羽を基本と

し、護岸は構造物付近等必要な箇所のみとする。また、みお筋をつくるなど自然豊

かな水際の整備に努める。

堀田橋上流６００ｍ地点

横　　断　　図

１６．２ｍ３．０ｍ

１８

３．０ｍ

計画流量配分図 （単位：m3/s）
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［孫兵衛川］

施工区間 中野橋（県道足利邑楽行田線）～篠塚橋（国道３５４号）

延　　長 Ｌ＝１，７８０ｍ

整備内容 築堤工、河道掘削工、護岸工、橋梁架け替え

　孫兵衛川の中野橋（足利邑楽行田線）より上流は、河積（川の断面積）が著しく

狭小で住宅地、農耕地等に浸水被害が発生しているため、河道の拡幅を実施する。

　改修断面は、中野橋から上流約２３０ｍ間は住宅団地内であるため、地被植物が

生えやすい多孔質なブロック等を使用するとともに、上流部は邑楽町の公園整備事

業等と連携し、親水性や植物の生育等にも配慮した１：３．０勾配の土羽を基本と

し、護岸は構造物付近等必要な箇所のみとする。また、みお筋をつくるなど自然豊

かな水際の整備に努める。

計画流量配分図 （単位：m3/s）
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［鶴生田川］

施工区間 尾曳橋（市道橋）～２号橋（国道１２２号）

延　　長 Ｌ＝２，６００ｍ

整備内容 河床掘削工

２２

計画流量配分図 （単位：m3/s）

　鶴生田川流域では、宅地や農耕地等に浸水被害が頻発していたため、昭和４０年
代より河道の拡幅や放水路建設、城沼の浚渫による治水容量の確保等を実施してき
たが、さらに河道の河床掘削を実施することにより河積（川の断面積）を拡大す
る。
　また、河床掘削により併せて川底に堆積している底泥を排除して、本川及び流入

先の城沼における水質改善を図る。
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第５章 河川情報の提供、地域や関係機関との連携等に関する事項

第１節 河川情報の提供に関する事項

（１） 常時の情報提供

インターネット、パンフレット、イベントの開催等により、河川に関する様々

な情報の提供を行い、河川整備に関し広く理解を得られるように努める。

（２） 洪水時の情報提供

河川整備目標の実現までには、長期間を要すること、また、計画を上回る規模

の降雨が発生する可能性もあるため、降雨の状況や河川水位の情報をリアルタイ

ムで収集し、関係機関や地域の住民に提供することにより水防活動等の対策の支

援を迅速に行い浸水被害の軽減を図る。

第２節 地域や関係機関との連携等に関する事項

（１） 常時の連携

、 、 、 、河川整備の実施にあたっては 国の河川事業 総合農地防災事業 下水道事業

流域市町の排水事業等の流域内の関連事業と連携を図る。さらに、流域全体を視

野に入れて適正な河川の管理を行うため、開発行為や土地利用について流域市町

や関係機関と連携を図る。

また、良好な河川環境を保全して行くために、流域の住民の理解と協力がなく

てはならないことから地域住民との連携、協力体制の確立に努める。

油等の流出による水質事故が発生した際は、事故状況の把握、関係機関への連

絡、被害の拡大防止措置、河川や水質の監視、事故処理などを迅速に原因者や関

係機関と協力して行う。

（２） 洪水時の連携

河川管理者と防災関係機関（報道機関、消防、警察、通信、電力等）との防災

情報伝達に努める。
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